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I 運動能力調査の趣旨と基本的立場
1 趣旨
沼教育研究所では， r学力と学習?民主~J (tL関する研究のー認をになって，児童 ・生徒の運動技能
の形成過程を実証的(tL究明し，学習J'5i.;¥Cl改善K役立てようとする研究を行?なっているが，ζの研
究の基礎資料とナると ともに，あわぜて，本県児童律・詑徒の運動能力C水準を明らかにしよう とし
て ，ランダム ，地域層別K抽出した県内の小 ・中 ・高等学校K依頼し ，全果的な規模tてよる運動能
力調査を行念.った。
ととるで，文部省では戦後において，昭和24 ， Z 9 ， 32， S 4生存度にそれぞれ全国的な規模
による運動能力調査を実施し，その結果を公表している。そして，その際K抽出された本来の一部
の小・中・高等学校がそれぞれの年伎の調査に含められては内るが，本県独自の立湯で実施したも
のは，昭和 2 7年度以降Jてはないようである。したがって，近年にまPいて本県児議・生徒の運動能
力K関する標準的念資料を得るととはできない実f常にある。との意味K沿いても，との533まの結果
が各方面(tL活用されるととが窪まれるとともκ，当教育研究所で行設ってv>る研究との関主主に沿い
て ，多面的な分析 ・絵討を加え，その実態を明確Kは援する必要のある ζとが痛感される。
2 基本的立場
選動有幼は?特定の運動(品グsiωlactivityの意)を遂行する際に働くもので，その運動の特
性Vζまって草子のずから規定されている活動のしかたを適用するととのできる機能とみるととができ
る。そして，それは生理的，心理的，社会的K統合された人体のメカニズムを基底とし ，発育や身
体の諸機能の増強につれて発達するとともに，とれ?と対応する活動ばかりで念<，既有経験(tLもと
づ〈運動に関する知識や，ドリ )11の結果として主体的Vι身Kつけられる運動技能，生活漂墳とそれ
によって制約される臼常の行動や生活機式 ，栄愛嬢紋念どと深い関連を保っているであろうし，ま
た，ぞれらがとの発達の背景ともなっているものと患われる。ととκ?運動能力と還委主主主能とは栂
互に密撲な関連があって，切担離して考えられ念いほどー休的念ものといえよう。けれども，連動
技術とのかかわり合いという視点からは ，額別して取b扱うべきである。
とのよう念特性と構造を持っている運動能力の滋態をは鐙しようとする場合Kは，精細に分析し
吟味するととも可能であるが，基本的Vては次の二つの立場(tL大別できる。すなわち，、その一つは ，
寸 量運動能力 CGeneral motor abi 1 i ty)止して，身体活動を袋路づける運動要素κ分析してとら
えようとするものである。たとえば， LE隠さ (αccurαcy)，敏しょう性〈αgility) ，平衡性
C balance) ，柔軟性〔βexibility) ，動力 (J初出er)，力性 CHrengtk)，持久性 Cerulura-
. nce)念どK分ける立湯である。また， .ln '1一つは縫磁運動能力 (Fundanental脚 torωility)
として，運動の一般的で基本的~ ，そして単純なもの としての走る，とぶ，投げる などの運動を負
荷して ，その成績tてよって体力の優劣を縫定しようとする立場でるる。
JrJ者の立場では，それぞれの運動要素を他との関係を考えるととなし(iL，純粋に放さ出して測定
するととがはたしてできるかどうかK疑いが持たれる。 ととに ，速度 Cveloci ty) とか巧綴性
(skill)念どの総合的な能力を判定することは， ζの立場では不可能念のである。また，後者で
は，たとえ単純な動作であっても運動校術とのかかわbがさしはさまれて《るので，厳密な意味で
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運動能力として草加さえるととができi'C((念ってくる。したがって， ζの治資では，二つの立場の
持っそれぞれの特賞受じゅうぶんKわきまえるとともに ，実際の測定に際しての経済性と研究との
関主主カミら， 基礎運動能力謝査の立場を基材~VC と b ながらも，学習能の可能性との拘闘が高いとい
われる一般運動能力調査の立場をも併用しようと令している。
E 調査と対象
1 穏固と内容
遜 動 智色 カ
種 自
-ねらい 主 選守 動 .要 2悶
5 Oメー トル疾走 絶対速度 全身〈とくに脚)の筋力，筋と神経との協応
立・ 幅 と び 水平跳力 瞬発筋力(絢 ，~変，背) .動的バランス
ソフトボール投げ 投力(庖縦) 全身〈と〈κ腕， 絢)の筋力，筋と神経との協応
パー ピーテスト 敏しょう性 動的バランス，筋と神経との協応
蚤 直 と び 垂直跳力 瞬発的脚筋力
連続 片 足と び 動的持久力 脚筋力，スタミナ
2 方法
j選別・ランダムK摘出した下記の県内小・しIJ・高告書学校。て依頼し，運動能力調査実施姿傾Kもと
づいて実絡し，その結果を，所定の集計表(IC記入して提出していただいた。
。 抽出学校
生存 校 始時÷
郡市 町 ホI 空宇 -校。 :Ill ['1 IBJ 村 生学 校
第一j富〈山村〉 十 日町 申 条
岩 船 関 I11 ホt 闘 中 匁止 主柱 南 町 幸当 ケ 4街
1/ 神 林 村 神 車内 筒 魚 大 和 村 i議 佐
村 上 門 露。 谷 11 湯 沢 村 神 立 l
新発田 ?完 JlI 11 ノーム、- 臼 町 西五十沢
jG 務 笹 ?中 村 明 {命 ;l.U ~::I ゴt 条 町 北条中央
中 務 村‘ 総 町 。十 全 11 室主 k距 付 2野 回
東 持者 態 首実 町 臼 出 tκ~コ、} 11 国 町 七 口 町
南 翁' 下 出 村 森 I!J 東 量員 ヨ記 草事 町 長• 塚
吉 1!巳;. 、 山古志村 虫 主包 1/ 松 ft 問- 松 代
1/ 1/ 芹 坪 中 ~ßI 中 銀E 村 片 貝
長 間 大 積 1/ 妙 高 村 桶 海
北 魚 守 門 村 高 倉 凶 鎖 能 生 町・中 者E 生
十e 臼町 I1 治 糸魚川 i上 f長 知
1/ "* T 組! 計 l 2 1> 
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都市 町 キオ さ事 絞 郡市 員I 村 と宇 校
第二層(平山村〉 高 国 富 4・ l司!
:lt 務 加治川村 貝 思. 長 間 神 田
百 精 弥 彦 村 弥 彦 計 1 9 
栃 尾 )1 I 谷 第四庖 (話題村)
一 島 和 島 村 桐 島 j~ ?骨f 紫雲 寺 町 藤 ~ 
小千谷 千 自 .薗 強 能 生 町イI~ 車内
司、 魚 津 繭 町下 if2- 渡 ，柏 的 荒gf.第 一
e給 紛 'JL 井 向 $ 1 片 努 尾
中 ~tl 頭 披 村 明 tち 東 計 4 
11 i;板 倉 町 2立 際 l 2高五庖 (IJ)
佐 相E 金 弁 がI五匹 泉 村 上 岩 鉛
計 1 0 一 島 一 烏 町 E弘 受予 町
「一第三 庖 (平村j 西 毛:~ 名 立 町 名 r. 
ゴヒ 築 地 村 室経 地 jヒ 苦E 水 原 11 /~ !議
" -差是 浦 .村 ct 浦 中 者自 ヰオ 松 e町 村 松
11 聖 箆 やI護 野 長 間 宮 内
11 盛 栄 町 下土地亀 :lt 餐生 堀之内 町 減 之 内
S日 潟 酒 E塁 11 11 !東
加 戊 ~ 回 間 魚 望孟 沢 町 滋 沢
五 * 巣 本 元十 。
ガf v拘t令t、'~ 笠五 木 鈎七庖(市) . ， 
西 苦有 王室 町 者委 山 新発問 1il1 免 町
11 " 間 ツ~ ~衰 一 粂 一 朱
11 味 ← JこI 村 味 方 R r，l:j 新 町
間 ?倫 中之島村 中 条 柏 l崎 上 米 はl
11 
" {言 条 ガr 事J I~ 里民
十日 耳J 新 座 " 4長
長 間 新組第二 1 11 沼 重 l
約 崎 . j策 I員 計 7 
l広江t1l 猿 震. 言十 7 7 
注
学校によっては，統合の結果名称の変ったものもあるが，そのままのせてある。
一-4-
中 学校 抽出率す
都市|町 村 :学 校 都市 町 村 | 学 絞
第一態〈山村) @ 務 月 潟 村月 潟
岩 船 靭 日 村 高 恨 11 分 水 上
-・-新発田 1 w: 南 務 栄 4寸 箱 島
東 存E 鹿 瀬 日lT ifu 語調 長 問 日 越
一 島 越 路 町 千 望忌 中 頭 大 潟 町 大 潟 町
.:1: 食L 湯之谷村 第一勧之谷 r賢h 回 一 lI$ 
中 魚 じh a 村 回 沢 計 9 
1/ 11 只 空f 第四層〔漁村)
補 魚 大 和 村 術 後 糸魚川 大 和 11 
言Z 豊富 牧 キサ 牧 言十 1 
毒IT 井 新 調= 南 第五庖 〈町)
高田 金 谷 メリ 羽 西 止1 町 石 地
糸魚川i 凶 海 村 上 村 上
間 ' 主 水 主 西 務 巻 H可 巻
IJ、 音十 1 3 一 島 寺 治 町 寺 治
第二麿(平山村) 南 魚 |六 日 l町 /ーム、， 日 町
一 条 大 島 計 5 
一 ，J;% ~] 島 村 jヒ 辰 第七居(市)
高 回 尚 土 新発田 工 芸{井中
ct 瀕 妙 高 ドI 妙 E事 長 問 :Jt 
4 柏 告奇 事高 一
第三 思(平村) 新 潟 者5 居
北 ?策 理 寄包 本す 壁 箆 11 石 山
自 恨 %li 飯 間 計 5 
新潟
L 一一一一
t事 野 木 l 言十 3 7 
注学校の暦日1M!出については，当教育研知涜の研究紀委第一袋 「学力検査問題作成につい
ての様本謝査法J(附和 26年世月 10日発行)の局日1表K基づいて行念ったので ，現時
点にがいては5刻犬K治わtI:い函もあろう。
高等学校
じ1 新 全日制 1/4 定 時 指4 1/3 
新 潟 商 中 ，C;、 長 間 越路分
長 附 巻 量是 中 ，C;、 意義 二 長岡 今町分
! 長 応1 簡 ま長 11 吉田分 長 陥j 費量 種明分 !
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会 日 制 1/<1 与 { 人ヒ 時 告訴i 1/ S 
高 回 :lt 被 与 板 中 IC' 主 11 中 JC;、
一 条 栃 尼 中 d心、 11 鐙川分
力。 茂 農 林 11 上.:Jt谷分 け1 中 心
経 崎 エ 3長 高 回 量 高土分 司，ム、a 臼 Hげ 五日町分
西 -新 発 箇 三条 実~ 中 IC、 十 日 町 申 心
村 よ 桜 ケ 丘 加茂議林 見附分 fI 中条分
津 11 本自 約 t量 小 国分 安 塚 保倉分
十 日 同I vr発・同級 中 J心、 直 江 ~ 上美分
l直 江 事1: 新発田尚工 中 ，乙、 新 弁 矢代分
相 )1 11 豊浦分 糸 魚 1 青梅分
柿 峨 村 上 羽田分 " ft句1分
長 141 実 2長 " 時JIi分 ヰ4 E支 守iT分
高 回 家 政 中 粂 泉)11:分 沼 蚤 qJ s乙、
能 宅 t金 水 Ii';! 笹神分 白 は|
新 il 亀岡分
対 1 7 :t 3 1$ 
抽出κ対する実抱率は次のと*りであった。
小学校 91白76%，中学校 7J.1 5 % ，高等学校全日制 94.44%，定防衛!jlOOo;
。巡動能力説f堅実施要領
~j 回 つ汚 沿t Dt 調リ 用 i* 、 留:ti.t事項
工直線定路50mを2-3名ずつ走らせ ~ 1/1 0抄t!¥ 工走者と同~の L 不正』発をさせない。 I
1:，その前S島崎鎚を盟jる。 往 ストップウ方ツ 2. i.li織のii<で途lを落と
2. ^~ートIt空手ウテングでもス 9'/ デ チ すことのないよう注彦する.
60m.it ングでもよい。 2 出発合t司照小
)j{ 
ゑテープ(~晶
または市?書イ)
4 箆
l 砂敏から50cm以上Itなれた .砂爆と 単位はメートル及 L 石灰 l 跳や〈の際.踏切緩から足
同じおきのliJ!.函に引いた踏切t曜に足先を ぴセ yチメー トル 2.急R lb'it出ないように，また，ニ
つけて立つ. 主[， .センチj- 3. 砂なら し 基浴車りをしないようk注意
立t/.lとぴ 2. w:立の袋勢から騰のta~とひざの爆体 トル:;H査は切りす する。
~利用してできるだけ遠くへ銚や〈させ， てる. Z 看地の際，とるんだり手を
その ~自監を測定する。 ついた者はや9なおさせる。
五 …凶行なわせ 測定il(のつ
方をとる。
一色ー
極白|方 法
!~側線の後方吋いた直径2田の円内
より ，連続して3回投球きせ，落下地点
までの鼠遣を測定する。
2. 投げ方は.上手段げ.下手段げ，筏役
げのいずれでもよい。
ソ7トポー I3. :3図の投琢のうち，最もLい測定値を
JV 投! とる。
計測 用具 留意事項
単位はメートルと I~ ソフトポールI s!J1I()3PLt1" JOI) 7 
;di?議問|?(;~:ト)向日lTjJ~IIß
、み ， IJ・ぃ、， 、 。11 ;z，買お鎚亘書
l 上図のように両方から役げ
られるよう托すれば便利であ
る。
E主役琢1:必要な準備運動をじ
ゅうぶんに行なう。
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L 動作，特l'C(D，(互主D姿勢が
正穫にできるように注意し ，
不正確なものについてはやり
なおさせる。
2. パー トナーを決めて，お互
いに回数を数えさせる方が便
事Jである。
垂直とぴ
L 片手の指先にチョータの紛をつけ，体|単位恥ばし，単
の向きを墜または黒板に直角にL，その1&未請は切り捨て
場で腕の娠動とひぎの屈伸を利用してで!る。
きるだけおくとぴあがり .壁にはられた
測定用紙または黒iに却をつける。&に
その印の真下に立ち.片手をできるだけ
上削申ほし(腕と胴体の角度を180.
にする)指先で印をつけ，前の印との垂
直距設をはかる。
2 眺ゃくは3~ずつ行なわせ ，測定値の
よい方をとる。
l 床またはグランド上IC. ， 下図のように |単位はメ ートルと I~ ストップウォ
出発線から20mの地点区折り返し録をIL，単位未菌防| ッチ
ひき，その間を1mどとに区切る。 Iりすてる。 12.笛
L 背または赤色
のチョークの粉
2.測定J1H正，ま
たは黒板
3. *事尺あるいは
巻尺
L とび上がって最高点fr_達す
る少し手前から，j言先をすり
上げるようにして行なわせる
2. 二重踏切をしないように注
意する。
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工 あまりJIi初から早〈とぶと
折り乏しがうまく行かないた
めに不利になるし，歩隠をあ
まり広くしても不利Eなるの
で，あらかじめ要領を譲奮さ
せるととが必要である。
2. 場所によって結果が違うと
考えられるので ，できるだけ
滑らない湯所を選ぶ。
Z 片Ji!.(左右いずれでもよい)とびで，
出発線から折り返し線までの聞を旗をま
わって往復させ ，男子はl分間，女子は
40秒鮒に進んだ距般を，測定する。
3. 1回の実施とする。
l 舗をの前後には適当に準備運動および整理運動を行なう。
2. 児'IIt生徒の健康状態をあらかじめ調べて，不適当主恩う場合は調査対象から除外するe
全縁日に共|13. 縞査は適当なものをら-3種目組み合わせ .瑳別などによって能率的K実施するようにする。
通しjヒ配慮|
4 天候 ， 風速，地面等について，良い条件のもとで，午前9.00-1 1.00 ，午後~OO-3.00までの時閣に，
連動に適する軽装で実施させる。
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。運動能力調査成績表
運動能力調査成績表
年男¥女
出席
氏 名 生年 5.0 m走 立幅番号 月日 とび
一一
3 時期
i唱和 36年 6月
4 対象
ボ-;1 敏しょう
投げ 性テスト
小 学校
中学校
高等学校
垂直 連続j守
とび 足とび
~ 
年令 8年より 18年に及ぶ児童・生徒を調査の対象としたが，その学校数会よび謝査人員は次の
と会bである。
~と 調査対象学校 謝査人員数 抽出率 人 数 抽出率
学 校 77 1/日 7， 774 
cf1 学 校 3 7 1/8 5.627 
全 17 1/4 3， 8 71 
高等学校
定 35 1/3 乱224 会数
計 166 20.496 
注 定時制κついては，分校も 1校K数えた。
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E 集計の結果
第 1表 新潟県児童 ・生徒Kついての運動能力調査集計表
小・巾・高等学校の年令別 平均 (X) 標準偏差 (S)
〔男子〕
学て瞳メ¥、¥~¥手¥~令-謝¥~?左~ニ人種員 目
5 0 m走 立幅とび ソフトポーJレ投け. 敏しょう性テスト 垂直とび 連続片足とびl
一X S X S X S x S X S X S 
ctJ;) @} b占 句。 (m) 。 Qpl) 出D cni> Cm) (m) (m) 
8 833 9.80 6 0. 65 14.7.503 1 5. 2 5 16.74.5 8.95 5.5 90 0.99 23.7 97 4.35 125.944 21.85 
。
ふ~ら
93 8 9.41 7 0. 63 1 5 6.9 2 2 14.95 21.125 4.58 5.7 82 且78 27.7'61 4.83 136.187 19.33 
‘。
10 1，0 3 2 9.1 60 0.55 1 67.3 9 6 1 5.8 7 2 4 9 O' 2 4.77 6.0 00 0.91 2 9.54 2 5.5 8 14 5.4 4 6 1 8.3 8 
校
11 1.11 5 8.85 7 且52 1 74..0 73 1 5.63 29，1 4 3 5.1 4 6.13 6 LO 9 33105 5.3 7 148.7 1 5 19.67 
中 12 1，0 2 8 8.668 0-63 1 8 1.0 1 2 1 7.7 7 33.3 62 也43 6.1 57 0.90 3 5.320 邑13 150.824 20-39 
会ヲ晶aー- 18 1，01 6 8354 且63 192900 20.15 37.913 l 61 6.3 23 0-93 89.208 6.98 15 4.5 62 2 L 7 0 
校
1 4 825 8.058 且62 2 0 6.0 1) 1 18.84 48.137 6.80 6.30 3 且89 4. 3.48 5 τ3 9 162.194 22.48 
全 15 694 753 9 乱46 224.751 1τ2 9 51.4.4 7 8.32 6.697 0.88 50-426 且78 1 72.70 0 17..2 8 
日 1 6 65 9 7.3 80 且40 2 3 2.4 62 1 5.05 52.748 198 6.81)7 0.92 .5 S.528 6. 5 9 1 80.4 4 0 1 5. 88 
高 制リ
17 724 7.263 0-89 238.768 1 6.1 2 55538 7. 9 9 7.11 2 L17 5 5.6 S 3 也93 1 84.0 2 0 1 5. 7 0 
等
15 71 5 7.941 且52 214056 18.14 46.4 5 8 τ51 6.1 1 0 且93 47.00 8 'z 1 7 1 6 8.4 2 8 19.4.4. 
Aヲ叫ー 定
1 6 70 1 7.796 0.52 21乍 002 11 9 9 4. 9.3 60 8. 2 8 6.30 7 且81 4. 95 85 'z 4 1 1 64.8 6 8 1 8.3 6 
校 時
17 779 7.6 88 且52 223.625 17. 2 6 50.759 'z 92 6.282 也88 5 1.0 14. 且79 1 89.9 1 7 1 8.2 0 
制
1 8 64 9 7.642 乱65 2 2 7.9 10 1 'z2 9 51053 8.72 60 82 0.88 5 1.9 2 2 τ25 1 69.0 4. 0 18. 4. 5 
L一一一
〔女子〕
? ー ー
¥学幽〉校¥¥一ぶ~〉令~¥~¥謝~査~穫 白
6 0 m 走 立幅とび ソフトボー)1ノ投げ 敏しょう性テスト 垂直とび 連続片足とび
一人員 X S X S X S X S X S X S 
住分 佳品う らrW b面 (時 (m) Q@ 但) (C1I) b合 (吋 (m) 
8 80 9 10.27.1 0.71 110 <14.0 1 4.7 6 8.94.8 2.<12 5.34. 4. 0.86 22.44. 9 4.52 90.41 6 12.71 
934. 9ω830 0.63 14706 1 4.11 11552 &25 5.51) 9 。.74 2 5.0 22 4.51 96.8 0 5 1 2目 75学 9 
10 1.00 '2 9.613 且33 157.077 16.13 1 3.9 89 &59 5.71 7 0.83 27.4 44 4.82 10 0.9 6 4 12.80 
校
11 1.11 1 9257 且56 1 65.2日5 16.52 17585 4.26 5.688 1.01 30.0 30 且41 104.660 11.07 
中
12 954 9144. 且61 1 67.4. <1 15.67 19054 4. 8 8 5.714 0.82 31.641 5.38 103262 1 2. 0 1 
ル寸ー 1 a 1.0 22 9.10 8 0.63 173669 1'1 2 7 20 110 5. 2 7 5.673 0.83 S 2.8 5 2 邑79 1 0 2.3 44. 11.3 8 
校 1 4. 822 9.092 且70 174372 20.0 a 21492 邑o<1 5.5 77 且73 a 3.，'154 邑64 10 1.0 40 18.8 l 
全
15 5 1 1 90 82 且66 1 750 82 1 '1:00 2 2.21 0 5. 9 4 6.66 7 0.68 36，0 60 5. S 0 100.603 10.70 
臼 1 6 5 94 9.1 8 2 0.65 174.<190 1 '101 2 1.948 5.48 5.763 且73 3 6，5 3 9 5.4 8 98.8 69 1 1.82 
高 倫リ 1 7 689 9.14'2 0. 6 S 177.078 U 00 '22.34.4 5.29 斗 86'2 且76 36.91'2 6. 0 7 99.0 75 1 1. 8 0 
害容 t 5 8 a 2 日416 且68 172.500 14.35 '21494 5.10 5.12日 且65 34.3 64 旦o7 9 3.0 0 0 12.3 0 
定 . 
ふ寸みーι 1 6 3 1 7 9.4 4 6 且93 173627 15.9 6 2 2.0 2 8 5.05 534.'2 (). 79 S 4.4 8 6 5.81 92. 7 ~ 3 13.2 7 
絞 42 6 95 74 1.0 2 17'3.124 1 6. 7 3 2 2.29 8 且93 5.18 6 0.78 S 4.74.8 ι5 6 90.3 0 1 1 4. 1 6 
178680 5.<10 2 1 4.0 6 1 8 305 日480 0. 7 1 1 6. 8 7 21.4 2 2 且00 且77 S 5105 ι92 9 0.0 3 7 
注 1. 連続片足とびの測定時聞は，男子('Lついては 60秒 ，女子Kついては4.0秒である。
Z 謝査人員('I，種目Kよって多少の変動がある。
W 結果についての考察
1 年令による発達の概要
本県児主主 ・生徒Kついての運動能力調査集計表Vてもとづいて，それぞれの種目の平均値を男女別
Kグラフ化して示したのが凶 1-図 8である。 とれを手がかりとして簡潔K考察を進めてみよ うc
な辛子 ，1 5- 1 ;年Kついては ，男女とも高等学校全日制の生徒のものをとりあげている。
(1) 5 0メートル疾走
疾走力は ，男子では全体をと訟して ，年令の進むVLつれて漸地
的』てその発途の著しいととがわかるが， 1 5年以降tてないでやや
発達の鈍る傾向がみられる。女子では ，1 1年までは男子とほぼ
同様な傾向で ，順謝Vζ発達しているが ，それ以降VLは ，その発達
が停滞したり低下するのがみられる。
速く走るためKは ，い5らストライドをひろげでも，ピッチが
伴なわなければどうKもならない。ストラ イドとピッチを巧み1'(
謝整するはたらさの増大するととによ って ，疾走力は高められる
のである。ぞれV亡は ，発育や筋力C増強，左らびtて筋と神経との
協応が強められねばならない。とのような観点で， 疾走力発達の
様態をみると，身体的発達Kつれてそれらの諸機能が漸織的K強
イとされているととがうかがわれる。ただ ，女子Kないては発達の過程Y亡沿いて ，他の袈悶が大きな
影響を与えているのがわかる。その要国は ，かそらく性的な成熟や変化であろう。
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(2) 立幅とび
水平跳力は凶 2でみると ，男子では疾走力と同様K年令の進trl'(つれて順調K発達している とと
がわかる。と(1'(，12-16年Kむいて ，その発達の幸子しいのがみられる。女子では ，11年ま
では男子とほぼ同線な傾向でj順調な発達を している ζとがわかるが ，12年以降Kは ，その発達が
鈍ったt，停滞するのがみられる。
とれは，疾走力であげた理由と問機1'(" 身体の発達Kつれて強化される立悩とびK必要~運動要
国，すなわち，瞬発的にはたらく脚 ・腹 ・背筋力がしだいにその機能を増すためであろう。女子で
は ，疾走力にあげたと同様な影響があるからであろう。
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(3) ソフトボール投げ
距離投げの能力で ，男子ではそれぞれの年令を通じて，ほぽ等差級数的κζの能力が発達してい
るととがわかる。速くKボーJレを投げるKは ，ポーノレに作用するカを力学的な原理κもとづいて働
かせるととが望ましいのはいうまでもないが，比較的，筋力以外の要因Uてよる彰響が少f.cいからで
あろう。ただ， 1 5年にお、ける山の形成は特異なものであるが， ζれは，それまでの年令の者と全
日制高等学校生徒との質的な速いκよるものと思われる。
女子では ，発達の様態を 8- 11，11-15，15- 17年の三段階に分けるととができる。
すなわち，順調な発達を示す時期，発達の鈍る時期，発達の停滞する時期の三つであるc それぞれ
の時期lてむいて 6第二次性徴の表われや性的成熟による影響K主って，急激に働かさなければなら
ない筋K負の作用をする要因がしだいに加えられる典型的なタイプを示している。との傾向は，い
ままでみてきた疾走力と水平跳カについてもほぼあてはまるものであるが ，前二者では，動的バラ
ンスや身体支配などの他の運動要因の働きかけがあるので，やや様態を異Kしているものと，恩われ
る。
(4) パーピーテスト
国 4では，敏しょう性をみるパーピーテストの結果を示して
いるが ，男女ともK雷光的な発遂の様相を表わしてな!J，他の
能力の発達と著しい相違を示しているととが注白される。それ
には， ζのテスド自体κ問題を含んでいると考えられる面一
つま!J，姿勢の判定Kついての基準が6定立されにくいという方
法上の欠陥ー (しかし，敏しょう性をみ-るためのよいテスト
であるととK異論をさしはさむものでは在い。)と，いわゆる
青春性不器用といわれる原国によるので念かろうか。
男子では， 11 - 14 年(rC ;j;，~いてみられる発達の不規則性を
除いて，他の年令では順調な発達を示しているととがわかる。
女子Kないては，発達の様態を明らかに三つに区分できるが ，
その年令がとれまでの諸能力ょ bも1年ずつ早まってなり ，し
かも， 14-17年K沿い可等差級数的に再び発達のみられる
時期のある ζ とが特色である。
(5) 垂直とび
垂直跳力では，男女ともK年令の進むKつれて，しだいにそ
ρ能力の発達するのがわかる。しかし，男子では 15年を契機
としてその発達がやや鈍る。女子では， 11-15年K沿いて
やや発達が鈍!?，それ以降κますます鈍るととが明らかである
が，前記の諸能力に比べて， 漸増的左傾向を示していることが
特色である。
垂直とびK拾いては ，脚筋力を瞬発的K働かせる動力 (Pa-
却er)が ，乙の運動の主要な国子となっている。しかも ，との
筋力は足首やひざの弾性と協応して働くときに効果があげられ
-1 2ー
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る。 ζのようf'(，比較的 ，単純な運動要閣のはたらきによるために，他のさまざまな影響が軽減さ
れているからであろう。
(6) 連続片足とび 図-6
動的持久性をみようとするとのテストは ，実施要領f'(示して
あるとなり.2 0メー トルの距雌を男子では 60秒間 ，女子で
は 40秒間片足で連続してとんで往復するのであるから，心臓
繍L
"D 
定使内A ヒv'
と肺臓の機能に袋づけられたスタミナ (s1 . l.7nina )と蜘の持久
的筋力， ;t，~よび意志力が重要な運動要悶となっている。したが 刷
って ，乙れらの要閃のどれかに欠陥のある腸合と ，一定時間内
f'(‘なける移動のテンポKよって，その成績が左右されるととと ，D 
なる。
凶 6f'(示してあるように，男子では 10 - 1 3年Kみられる
発達の鈍りが注白されるが， ζれは心 ・肺の機憾と発育とのア
ンバランス念発達によるものと恩われる。他の年令では，それ
ぞれ順謝な発達をしている ζとがわかる。
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• • ，?，?，?，?，?，?，?，??
を" /Dala/ι1'
ところが ，女子では 1 1年までは順調に発達するが ，それ以
降κ沿いて， )丞年的にその発達が低下しているととが明らかである。 とれは，女子の特性が 1 1年
以降K著しい傾向として備なわってゆくととをものがたるものであろう。
2 全国と本県との比較
第2表 全留 と本県との平均値の差
1国 5 0 m走 立幅とび 垂直とび
連続片足
Jレ投げテスト と び
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 i女
8 且2@ 問。 4.5@ τ9@ -2.1@ -13@ ω。 0.1 o.s@ 1.6。 15品。 且2@
学
9 ω。 o.<t@ 6.1@ 'zo@ -0.2 -().3 的。 且a'f!J 2.?<9l 2.4@ 13.9。 8，4@ 
校
1 0 且2@ 的。 as<9l 邑畠。 0.2 -o.~ ().3@ ω 。 1.f9> 2l@ 14.3@ 制。
1 1 ().2@ 的。 日。 10.?<9l 1.0@ O.目。 回。 0.3l1.li 2.0@ 2.1。 12s@ 7.7。
中 12 也1@ 且1@ 6.2@ 4.5@ 0.2 -l.2@ 02 24。 12.o@ 5.2@ 
民弓~与 13 o.2@ 且1@ 問。 85@ l.6"。 ωー。 0.1 且1 22@ 問。 向。 55。
絞 14 日。 M.@ o.s。 uー_@ 且1 ().2'f!J M@ 2.0。 81@ 4品。
全 15 且2@ 且1@ a.s@ 37@ 0.S@ -().3 ω。 0!l(Q) 0.3 l.1@ 1必。 制。
高 日 マt6 
().2@ 且1@ 制。 -1.l@ -o.sO -1心。 0.1 0.3¥1J) 2D。 1.S@ 16.S@ <。
倍リ 1 7 且2@ 且2@ 'Z9@ <<@ o.sO -o.s@ o.a@ M'f!J 2ユ。 15。 15.<t@ 4.0。
雪寄
15 -().1@ 合且1。 明0.3 L9@ -0. s9l -1.3@ 1.)。 21@ 品5@ 自.o@
~ 定 -().1@ 2.S@ 5l@ -0.8。 -15@ 印。 3.5@ 制。 9.~ 4.3@ 
時
1 6 0.1 
校 制
17 -0.2@ -0.1 4.5@ ー印。 -1s@ 的。 Q.l 2.f9> 2.9@ 22.5@ 品。
] 8 む。 <l2@ -10。 -1.f9> oa¥¥d 2.@ 2.S@ ~レ~I
本県児童 ，生徒の運動能力は，全閣のそれと比較してどのような傾向や特色があるのかをは握し
しようとして.第 2表Vて示すよう(1[，それぞれの種白Kついて年令，男女別K平均値の差の検定を
行なった。比絞Vて用いた資料の年度が呉なっているので，厳密Kは意味のないととが恐れられるが
訟なよその傾向は主要としては支障がないのでなかろφうか。
との表をもとKして本県児童 ・生徒の発達の特呉性を要約すると，次のとなDである。
(1)動的持久力，垂直跳力，敏しょう性は，封女とも全般的『てすぐれている。
(2)疾走力は定時制生徒で劣っているものがあるが，他の年令では男女ともKすぐれた成減を示し
ている。
(3) 水平跳力は 1 6年の女子が劣り，定時制生徒tてないて差のないものがあるが，伯の年令にない
ては，男女ともにすぐれている。
(4) 投力は，女干会よび定時制生徒が劣っている。
県民の行動的特性として， r恨気づよく，鈍援だjといわれてきた。との全国的な水準と比絞し
た結果からは ，たしかK恨気づよ(，しかもがんばりのきくことが連続片足とびの成械の示すとお-
b実がされる。しかし，パー ピーテスト(敏しょう位をみるテスト)，の結巣では ，鈍重ではをくて
むしろ ，すばしとくて ，l選決・泌断できる行動的なIj'e;7J(i(~んでいるととが示されている。だから
本県の!厄澄・生徒は明らか(ζ十敗Lづよいし，また，機敏であるという望ましい行動的特性を備えて
がり ，後J..，_，生などといわれる自を切り拓く可能性をじゅうぶんに持っているといえる。
ととろーで，問題としてあげられるのは，遠or:ポー;1ノを投げゐととのできる磁力の劣りであるc
ボー}Jノの距離投げ1([は，手からl操れる際のボ JレKできるだけ大きな初遜をつけるとととその投
げる角度を適切K保つという方法上の理解Kもとづくしかたがなによりも必要である。とのl原理的
な出解と.ドリ jレの不厄，沿よび，ものを投げる日常任砲な経験の乏しさなどが|夜間とたって，との
ような傾向を表わしているものと忠われる。また，定1寺;11の女子生徒にみられる疾走力の低いとと
も?全国的にみた問題の一つである。
5 昭和記 7年度調査との比較
昭和 2 7年J哀調査の格来と， 9か年を経た昭，f'(]3 6年度の謝査結果とを比較するととによって，
本県;児童 ・生徒の運動能力の発迭の縫移を明らか十亡する ζとができる。とのため1([， それぞれの種
白 Kついて ， 年令，男女別K平均債の差の検定を行校ったのが第百表である。制査の年I~互(1[よって
ボーJレの規格が奨なっていたり，実航していないものもあるので， 6 f軍区全部を比校できないのは
やむを得ないととであった。
ζの表をもとにして要約できる村也は次のとま，-.!?である。
(1 )男子
丞1貰跳力と水平跳力が全般的に向上しているし，疾走力は 14年までがすぐれている。ととるが
敏しょう性では全箇的にその能力の低下していることが著しい特色としてあげられる。
とれは，参考資料として示した体位の平均値比較表tてよっても明らかなよう 1([，1昭和 3 6年度の
ほうが著しい向上をみせている。 ζのような発育上の特性Kともなって，運動機能の増強も戸然予
総されるからである。 と<('( ，身体各昔I~の筋力がより増強され，それが主要な巡動要紫と左って
いるものでは，その成績が向上したものと思われる。ととるが，発育と遥動機能，と〈κ，筋と神
1 4一一
経との協応，急速VC働〈心 ・析の機縫念どの発逮とのアンバランスの函があって，敏しょう性の成
績が低下している!康問をえとしているものと忠、われる。
(2) 女子
垂直跳力は全面的K向上しているが，敏しょう佐は 17年を除いて，それぞれの年令をとなして
低下しでいるととがわかる。女子で特異な現象は，疾走力と水平跳力Kみられるもので， 12， 1 3 
!ifまでは ，それぞれの年令K会いてその成総が向上しているが， 1 6年と 17年κi，V'>て低下して
いるととである。
女子VCi，>けるとれらの発達にみられる特呉性を総括してその原闘を考察すると ，まず，男チと同
機K発育 ・発達κともなう筋力の増強があげられる。垂直とびでは ，との筋力が段も多 〈要求され
他の迷動要素が比4泊句必告をとされないためκ，全面的Kとの能力の進歩 -向上がもたらされたもの
であろう。また，敏しょう性では ，男子と同様K発育と運動機能とのアンパタンスな発達が考えら
れるから， ζれが原悶となってその成綴が低下したのであるう。けれども，敏しょう性で 17年K
念いて明らかK向上を示している ζ とは ，年令Kよる発達の概要の項で考察したようVC，成熟Kつ
れて再び発達する傾向がみられた。とれから推理業できるのは成熟の度合いがより充実したといえる
，ととである。
さらVC，女子の著しい特色としてあげられるのは ，性的な変動会よび成熟Kよる影響のあるとと
である。それは ，疾走力と水平跳力Kついての発達の特異性Kみられると訟りで ，とれらの運動要
国K負の作用がはたらきかけているとみるととができるからである。つまり，昭和 2 7年度K比べ
て ，附相 3 6年度のほうが，t曲句な変動や成熟が早発している ζとをものがたっている。
第 8表 新潟県児意・生徒Vζついての昭和 3 6年度と 27年度調査の平均値の差
限 5 0 m 定 立幅とび パー ピー テスト 量産主とび， 男 女 男 女 男 女 男 女
s .070 @ .0880 5.354(Q) 5.701。 .ー035 .ー210。 ()，842 (Q) 1.676。
学
9 .140 (Q) .203 @ 4.447 (Q α 4.926 (Q) -.267(Q) .ー278@ 3322 (Q) 2.721。
校
10 .097 @ .140 (Q) 5121 。 5.182@ -.273 :gJ 司 .339。 1.454 (Q) 2.408@・
1 1 .130 (Q) .184(Q) 4.74S@ 6.340 q;干3 -.347・:gJ .ー478。 2.762 (Q) 2.204@ 
中 1 2 .066 (Q) .117@ 3.337 (Q) 4.994 (Ql .ー377@ .ー226庇且 1.739@ Hl36日-」1 
学 13 .077 (Q) .ー025 10.070 rg 1.015 @ .ー355
。
.ー500@ 2.797(Q) 0.6ol~ I 
校 14 .102 Ql 11.918 (Q) ∞ー20
。
-.889 to 3.504 @ 
assoEU 4O6「v副l 
.ー074 .ー273
高 15 .ー031 .ー082 !75 7 (Q) I -3.971 .ー109 .ー351@ 3.857@ 1.06 
等
.036 -.232 (Q) 1&l12(Q) -8.7S8(Q) -.228 (Q) -.267@ 4.042@ 1.43 学 1 6 
絞 1 7 .044 -.285 (Q) 8.998 -9.867 (Q) .ー222@ .403。 3.2 2 6 (Q) Lo5 
注(1)昭和 27年度の資料は，県教育委員会・県小中高体育連盟の調査したものによった。
(2)高等学校生徒は全日舗である。
(3)表中ー のつけてある数値1.昭和36年度調査のものが総和27年度調査の数値よりも下回っているEとを意味し，
符号の闘していないものは.1:の反対の意味であるa
(4)。印は危険率0.01で.0印は危険率且05で有f，の差が認められるものである。
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参考資料
本県児童・生徒の体位の平均値比較表 、
身 長 体 重 胸 凶 坐 ~司f 
区 分
2 7年 3 6年 2， 7年 3 6年 2 7年 3 6年 2 7年 3 6年
8 119.4 122.0 22.5 23.1 60.2 60.5 6~3 68.2 
9 123.9 1210 24.9 25.5 62.0 624 6主3 '704 
10 128.4 131，S 26.9 2'Z8 64.0 64.2 71.4 723 
11 132.6 136.3 26.3 30.7 65.8 665 72.7 74.2 
12 13τ5 142.0 32.1 34.9 68.0 69.4 751 711 
男
中 13 143.4 14邸 36.3 39.6 71J. 72.9 78.0 80，3 
14. 149.7 164.6 41.9 4.9 74. 7 7τo 81.0 83.6 
15 15ι8 1612 4'Z4 51.5 78.4 80.6 84.6 8'Z0 
高 1 6 159.6 163.5 51J. 54.6 81.1 83.1 86.8 889 
1 7 1620 164.8 54.0 56.7 83.4 84.9 8.4 89.6 
8 118.2 121.4 21.8 22.6 58.2 58.7 66.7 68.0 
百 123.3 126.8 23.8 25.2 60.0 60.8 6泊。 70.4 
10 12'Z9 132.3 26.3 28.2 62.0 63.4 71.0 72l 
11 133.1 138.2 29.9 322 61.6 6.6 73.3 75且
12 ~，3a6 144-0 33.7 3τ1 68.1 τ1J. 76.3 79.2 
女
中 13 114>0 148J. 3&6 41.6 72.3 14.5 79.4 81.8 
14 14τ7 150.6 42.8 45.1 753 7τ8 81.6 83.2 
15 1510 1.52.5 46.3 4&5 78.2 79.5 昌弘8 84>3 
局 1 6 ~51.9 153.1 46.3 50.2 79.3 80.8 84.0 84.6 
1 7 152.4 153.5 49.8 51.2 80.9 81.7 64.1 84.7 
注昭和2 7年度の資料は，新潟県統計年鑑(昭和 27年) ，昭和 36年度の資料は，新潟
県教育月報(第 12巻第 10号)によった。
4 地域層別比較
生活環境の違いによって，運動能力の発達がどのような様栂を示すのかをみようとして，県内の
地域層化表(新潟県立教育研究所 研究紀委第 1集「学力検査問題作成Kついての標本調査法j昭
和 2 6年 9月 10日発行による)にもとづいて ，ランダムに抽出した山村〈第 1層) ，平山村〔第
2層) ，平村(第 S層) ，漁村(第4層) ，町(第 5 • 6層) ，市(第 7 • 8層)の 8層別Kよる
小・中学校の児童・生徒について調査の結果を集計し，さらVGとれらの地域のうちで，対象的を市
と山村の児童・生徒Kついて比較考察した。
(1) 層別集計の結果
次に示ナ第 4表~第 9表は，それぞれの種目についての層別集計表である。とれ1'(，年令別プロ
フ.ィーJレを添え，多少なbともその様相のは握を容易Kしようとしたが，地域によっては，謁査の
対象人員が少ないものがあるので，なま?よその傾向をくみとっていただければ幸いである。
1 6ー
第 4表 5 0 m疾走
〔男 子〕
国 学 校 中 二.U子F喧 校8 自 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 
N 213 212 258 267 宮43 264 210 
1 M 9.67τ 0.39<1 9.088 &891 &768 &449 &194 
S 0.64 且65 且51 且51 。58 M7 M6 
N 81 83 86 97 74 72 52 
2 M 9.783 9.390 9.130 &883 邑487 &291 8.051 
S 仏48 055 M2 且，<16 。60 0.64 054 
N 186 198 202 222 216 211 186 
3 M 9.R99 9.501 9.112 8871 8.811 8467 8，224 
S 0.64 乱71 0.55 乱50 0.68 0.68 且67
N 11 17 23 20 15 19 12 
4 M 乱600 9.858・ 9.134 &795 &673 且268 官950
S 且74 0.76 乱49 凪43 053 0.37 W.7 
N 162 188 205 220 216 宮63 210 
6 M 9.917 乱301 9.274 且751 8，580 81377 8023 
S 0.67 。品目 0.53 0.51 0.60 0.60 。61
N 170 234 258 281 229 228 165 
8 M 色949 色533 且222 &893 8，567 且149 τ708 
S 乱73 Q.59 0.6唱 防 4 凪64i 0.65 0.53 
〔女子〕
N 226 2a7 237 269 201. 265 206 
1 M 10196 且882 9.509 .9.296 乱287 且227 且270
S 0.74 0.88 且26 0.62 0.59 且64 0.69 
N 77 76 83 87 83 76 71 
2 M 10.066 9.726 且，619 9.326 也274 9.029 9.0 67 
S 且55 U464 0，56 0.50 乱71 aω 056 
N 172 200 192 236 214 211 184 
3 M 10.356 9.80 6 立619 9.246 乱211 9.287 息200
S 0.71 0.61 且55 0.48 0.57 乱ヲ0 且76
N 11 19 20 27 17 16 10 
4 M 9.927 9.484 9.46.0 邑803 日423 &881 &880 
S 0.55 U43 0.53 且68 0A7 0.53 0.53 
N 160 176 220 217 宮31 215 187 
5 M 1M15 且733 9.781 且142 9.081 9.0 63 且021
S 且71 0.00 M1 0.47 ω8 乱64 。70
N 161 227 234 269 196 218 151 
6 M 1M 72 9.926 9.665 9.345 &956 且，080 邑833
S 且71 0.60 0.68 且59 0.61 0.68 0.62 
第 5 表 立幅とび.
〔男子〕
[国 学 校 qJ 吟十4 絞8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4. 
N 213 216 257 269 25，9 261 207 
1 M 145.169 15τ097 165，250 171970 183.135 192.126 205.739 
S 15.08 15.62 13.87 15，31 1185 1&54. 18.筋
N 77 82 85 9i1 73 72 51 
2 M 145.259 159.024 164.352 173.091 178.369 194，750 205.411 
S 12.08 13.49 15.90 11.95 18.80 21.23 18.52 
N 189 199 201 222 213 209 189 
3 M 150-888 155，452 165.522 171.581 182，873 198.205 201.635 
S 1557 14.22 13.38 15.0 8 1τ40 21.597 19.08 
N 11 17 23 20 15 19 12 
4 M 148.727 154.294 163.347 178.300 185.800 195.4.78 214，000 
S 10.34 13.55 13. 06 13.48 15.25 11.526 21.51 
N 172 188 205 221 216 263 197 
5 M 14τ068 15τ377 167.3811 175.481 179.180 189，175 201.106 
S 14.23 1且79 n05 14.25 17.11 20.52 1&82 
N 162 236 244 280 229 229 156 
6 M 14且277 15&012 161844 178.217 1ね589 192846 208.942 
S 14.91 l"Z 49 11:75 1856 19.44 1τ50 
〔女子〕
N 226 包44 237 263 204 252 204. 
1 M 137.840 14τ184 155.886 163. 760 169.426 174.976 174.647 
S 14.98 15.23 13.92 14.9日 11.79 15.81 13.97 
N 77 76 83 86 81 76 71 
2 M 142.220 149.394 154.168 156.953 16'Z555 170.026 181056 
S 13.62 14.46 13.33 13.80 1536 13. 779 15.28 
N 169 198 198 237 209 209 186 
s M 142.9 16 14'Z090 15HOll 166.696 172023 178.411 18Q.485 
S 13.81 11.13 13.47 13.白日 1'z 20 HJ.02 18.30 
N 11 19 20 27 17 16 10 
4 M 14.<1.636 14，736 153.350 161.333 164.176 1651)00 181.!)00 
S 12.5 6 13.60 12.28 13.67 1500 13.98 12.45 
N 160 175 221 217 231 236 188 
6 M 139.981 14弘188 156.592 16也613 165.805 17L790 16τ228 
S 1-，17 16.84 20.04 1653 14.67 Ul.l1 16.69 
N 161 222 243 272 190 233 162 
6 M 142~ 9 S l4.τ473 156.197 164.915 1 65.605 1D!l.30 9 1722骨6
S 15.6 12.50 1τ4.1 1'Z15 I 15.91 I 19.08 1ω~ -j 
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続日表 ソフトポール投げ
〔男子〕
|国i 学 校 中 学 絞
8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 
N 212 215 257 268 259 2 AO 206 
1 .M 11349 2 L241 25007 2BZ27 32.432 $屯449 41.504 
S 1.4.3 ι号4 4A3 5.18 6.23 1145 8.04 
N 82 82 86 97 73 73 52 
2 M 1M82 20.3 90 23.661 28.329 33.1)31 311.671 4.2.500 
S 3.00 4.65 505 4.83 '101 &00 8.78 
180 198 宮01 224 ~~! 210 189 
s 11161 20.702 包4.920 28339 !l2.l35 36.928 42518 
S 3.76 1.05 4.27 4.75 5J s τ08 8.42 
I N 11 17 23 20 15 l日 12 
1'Z545 21.882 I 23.95 (j 担臼.350 3133:1 42.894 4& 750 
S 2.78 も43 4.69 4.04 6.76 573 10.10 
N 172 187 _L205 221 217 2113 196 
5 M 1 G.78生 21.454 25.326 2!l.85S) 34.760 38.821 44.219 
S 3.81 4.85 I 4.59 1 497 6.70 τ61 &88 
163 237 245 285 229 227 155 
16.582 211112 24.510 30.240 32.995 3τ317 44.458 
一 __LS 4.13 4.76 . 5.42 I 5.Sl 651 ，60 品39
(女子〕
t_!!_、226 236 232 263 206 255 204 
1 M %35 12.283 14.288 H809 18252 20.007 2L495 
S 2.48 乱71 旦37 4.42 4.61 4.72 4.70 
N 78 70 83 h 86 81 76 72 
2 M 乱410 11.776 14.096 I 10.709 19.901 21.921 2L944 
S 2.17 且16 3.43 8.82 5.03 8.88 5.16 
N 17.: 198 197 250 206 207 186 
8 .M 8773 1L757 14.751 1τ882 20407 21.531 22.967 
S 2.~2 2.90 3.48 4.27 4.93 525 4.25 
N 11 19 20 27 17 16 9 
4 M 乱909 11~63 14.850 11740 22117 22.125 2L222 
S 2.30 3.48 4.44 3.98 4p自 531 4.13 
N 160 175 220 ， 214 230 236 188 
5 M 且687 11405 13.809 11397 19.486 20.64.8 21.691 
S 2.49 3.11 3.63 8.98 5.08 551 5.28 
N 161 221 240 271 214 216 155 
8 M 8.279 10.851 13.133 15856 1τ4115 1!4.95 19.283 
S 2.09 2.83 3.60 4S9 4.34 1.73 5.26 
第 7表 敏しょう性テスト
〔男子〕
京 品寸以ー. 校 中 A守'"与- 校8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 <1 
N 213 215 254 267 259 259 207 
1 M 6.769 5.825 5.899 邑265 且147 6.135 6.234 
s 1.08 且87 (}'637 150 100 且882 且84
N 71) 83 84 98 72 70 52 
2 M 5.724 5.849 6.020 5.637 5.927 且607 5.601 
S 乱86 1.09 107 2.32 0.87 1.225 且50
N 186 184 200 209 211 212 190 
3 M 6.651 5.798 5997 6265 且049 6.1岳8 且451
S 080 且84 且90 乱85 乱80 0.83 0.82ω 
N 11 17 23 20 15 39 12 
4 M 5.690 5.445 0.010 6.500 6266 5.526 且500
S 。87 且60 055 0.48 0.51 且47 0.65 
N 173 187 204 222 211 : 260 193 
5 M fi.228 5.400 5.8 79 6116 6132 ' 乱346 且085
S 且92 乱82 0.84 1.11 0.91 0.882 且99
N 161 233 242 281 228 154. 
日 M 5618 5964 邑.203 6069 s358 阜.907 6.709 
S 1.08 0.85 1.03 0.81 Os5 I 且75
〔女子〕
N 215 236 235 264 197 254 200 
1 M 5.47S 5.650 5.730 6.109 (;.802 5.459 5.408 
S 105 0.91 0.82 144. 0.97 且795 。75
N 76 76 83 83 81 76 70 
2 M 5210 5.71 7 5.64. 7 5298 5，527 5)572 5.550 
S 0.77 103 0.95 IM8 且75 且84 0.58 
N 171 185. 194 227 211 207 186 
3 M 5397 5.5 60 5.672 5.942 5，599 5.686 5.625 
S 且72 0.82 0.80 且78 0.65 且782 且.69
N 11 19 20 25 17 16 10 
4 M 5.022 5.092 也437 5.630 日191 !'j<168 5.275 
S 0.52 0.93 1.09 0.57 0.32 007 0.28 
N 160 176 216 230 233 188 
5 M 5071 5.279 5.616 且880 5.529 5.296 5229 
S 0.85 且71 且70 0.97 且82 且657 0.72 
N 162 220 '243 270 190 215 154 
8 M 5<l52 5.668 5.798 5.732 8102 6.072 5837 
S 且79 0.80. (l.88 且72 且70 0.695 0.72 
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第 s表 垂直とび
〔男子〕
国 学 校 中 品寸&ー4 校日 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 <1 
N 213 211 257 269 259 260 2s 7 
i M 2 &816 27.747 30.910 32.598 35.517 38.053 42，1311 
S 4.09 4.65 516 5.51 5.75 (l.53 6.42 
N 85 82 85 98 73 73 53 
2 M 23.876 27:670 30.047 32.898 34.082 38!l65 4L754 
5 3.87 5J.7 $3 4.65 6.22 B.63 τ39 
N 185 200 201 221 211 204 189 
3 M 23.805 27.1.10 31J.24. 32.402 34.919 38，3 62 41白77
S 4.68 4.81 520 E品4 日.48 6.59 5.95 
N 11 16 23 20 15 19 12 
4 M 23.000 26.<137 31.652 35500 40.666 4L421 51.750 
S 2.22 4.86 4.26 3.89 5.03 10.76 
N 172 187 201 221 218 266 195 
5 M 24.970 21711 .30.558 34. 705 3o357 39;臼24 41123 
S 4.32 4.90 4.58 5.29 5.70 τ44 
N 159 236 245 283 24日 193 154 
自 M 22.779 28.228 29.902 33.000 3'Z134 40.715 45.980 
S 4.35 4.74 5.93 5ASi 6.77 7.22 
〔女子〕
N 227 237 233 264 '1 205 
" 
255 205 
1 M 22101 24.R37 2且433 29.844 ;1 30.370 32.094 32.770 
S 4.52 4.61 'J.58 5.64 527 5.90 5.10 
N 77 76 82 86 79 77 72 
E 2 M 22.493 26.684 28.061 29.651 28.9116 31.636 33.HH 
S 525 4.78 4.32 4.85 4.49 4.98 515 
N 172 197 198 2H4. 208 210 181 
' M s 22.493 24.919 2τ737 30.538 31.860 3L509 33.607 
S 525 4.12 516 丘.08 4.97 6.01 5.88 
N 11 19 20 27 17 16 10 
目 生 M 21.0 90 23. 736 2l.85 0 29.811 33.041 8τ000 aτ500 
S 3.99 4.J.O 3.53 益五2 4.93 6.Q 4. 5.95 
N 160 174 222 216 230 235 176 
5 14 23.150 24.879 21518 31.370 31.078 33.531 34.244 
S 4.24 4.8 .1，86 丘74 537 5.19 5.42 
N 162 220 243 ' 273 191 218 169 
6 M 22:.，82 25.181 26.74， 2H.12 1 32.298 34.422 35.153 
S 4.24. 4.29 4.87 邑.25 4.62 : 5.68 5.97 
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第 9表 連続片足とび
〔男子〕
学 校 学米:-------、学校 '
\~手--:---，.
.¥J¥令
層 ヤ分 "J
?
校
1 '2 1 4 8 9 1 0 1 1 1 3 
1 [悼ヰ:廿I宇T註￥「円:己己己b凶ユご立r州白t?引Uイ;?けげ0イ午~幻7:訓:三詑詑r剖i2訟引;ごr出7子刊ιF円Z4rれ円~門円2で可てTV;:刀:r剖訓了けパ川~ドドい円lf門円山25で1、V5て:三::己;2;
2 l ! i出 て王出:ヱ泣r:zz剖~イ|川8で1五己出:ibbb;2記r出:2r出:了パ1Jl 9::ニr1日~川|ドい円凡?:三:i;:::押Zヰボ「ドそ討剖当主:0
i 予!f口山1!:j下j〉j1h;川:山:2立 15川哨;Z王tポ唱:王正正日f日日:jh拘J;:2出K1よ♂ぷrご:rア7
プ「引ι;;了叩←ド岡閣告剖石l可古;j→旦:
l 。-L七三 I
〔女子〕
I N ~~p ; ?37 I 24.1 
i l l一千1rrF:;;iJ 26 
・一一一 ー一 一 一いけ→ベ可 779a3Jb計40山
し-庁?百十7066 1i7肌 i 1 3
I I N I 171 
I s ~Wーで三亙E二一布石下 ~a2681
|!N 1 1119I 20 I 
I 4 i M I !HL.'i4!i t 9'Z1¥8ol ! 4o I 104.999 i 
jT ア-ZJγ 11113 I 25.54 r-コ石1
1J告と噌:」ifhl
! 26包 ; 203 
ドーーー 一ー一
100512 
12.79 
81 
10仏29自
12，98 
i252 !則 i
ωω12 I 99.267 i 
1j;Jd lU2 
76 72 1出乙μ:z:1
209 
102.823 
llD2 
209 185 
!Hl.392 
1()'81 
!l'Ui 62 
1().49 
17 I t6 I10 
9凡529I 9τ437 i 101¥.旬。
4h;::村長?;;J40-
230 
104.978 
5 I 14.97 ' 10.18 
('2 4頁グラフ参政)
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見16 lL67 1l.24 
212 182 
102.186 104.000 
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(2) 山村と市との比較
第 10表は，山村と市の児童 ・生徒の運動能力Kついて ，それぞれの種自の平均値の差の検定を
行なったものであるが，との表をもとv1:して両者を比較し年令による発達の傾向をは録するためK
グラフ化して考察を試みた。
第 10表 山村と市の児童・生徒の運動能力比絞表
民 A子><. 校 中 学 校8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 ，1 
手 9.677'JO' 口 乱394 9.088 邑891 8.768 邑449 且194男
9.533 、ノ 、ノ 8.567 、.d a149 』ク τ708 込!J6 9.949 且222 8，8g3 
卜
疾走
1 10198 p、 9.882 且509 9.296 !l.287 9.227 且270
女 四
9345 〉 且956、タ 9.080 、'" 8，833 、己~自 10372 且926 且665
立
1 145189 f、 157.097 1.65.2.50 171070 183.135 199.ユ26 205.739 
男 ) 
16'7.844 、J 178.217 、d 179.589 、J 208.1)42 、J。富 6 149.277 158.012 192.646 
と 1 137.日1.0 11.!l84 155.886 163.760 169.1.26 174.1)76 174.647 
び 女 -"'" 4弓、 〆「
14.2.198 
) 
165605 W 169.301) 四
〉
6 1H473 156.197 164.915 17官，29日
ソ 1 1τ349 d宗誌 21.24.l 25007 28.227 32.432 37.449 41:;04 
フト 男 r 品16.5 82 、話， U 30.249 、9 ) 甲
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ピ
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男 r¥ 
官札902令
Fミb d、 d九
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び 女 r、 "' "' "' 
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(li 層別の 1は山村， 6は市を表わしている。
(2) @F-IJは危険率-0.0 1で， 0同Jは危険涼O.0 5で差の認められる ものである。
(3) 数値は平均値である。
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注 L 凡例は第 1 1表~第 1 6表K共通す
る。
E 年令の上下に附しであるO印は危険
寧0.0 1で，0印は危険率0.0 5で差
の認められ〈るものであり ，上欄のもの
は男子，下欄のものは女子κヲいての
ものであ t，とれも図- 7-陸一12 
K共通する。
、、??， ， ?，?，，?，??
とれらの凶 7- 凶 12 にもとづいて ，両者の聞
にみられる発達の特異性を軍要約すると，次のとなb
である。
① 山村の児童・生徒は，市の児童・生徒K比べて
疾走力 ，敏しょう性，垂直跳力 ，動的持久力Kない
て， 1 1年まで(小学校期)はナぐれτいるか，あ
まり大きな差は認められないが， 12年以降(中学
校期)κbいては明らかκ劣っている。
② 水平跳力と投力では，男子にないてほぼ同様な
発達の傾向を示しているが，女子では，水平跳力k
bいて 12年から ，また，投力では H年から 14年
に及んで，その能力が劣っている。
凶.11
30 
喧~.IZ
造銃片足ヒ仏' ， ， 
100 
総じて，山村の児童 ・生徒の運動能力は市の児窓
生徒に比べて ，年令的に早期に発達するが，やがて
さまざまな要国の累積的な影響Kよって ，その正常
な発達が阻害され ，いわゆる伸び悩みの状態となる
のではなかろうか。と 01:，持久力が劣るようKな
るのは ，予想もできないζとであった。とれらの主
要な要閣は・，:1;-そらく次のようなととがらであるう。すなわち，山村では活動の場が比較的狭少で
しかも起伏K富む地勢。て制約されて，身体的な活動の内容が形式的Kも質的にも，市とは当然異な
っているものと思われる。したがって ，とれが施設，設備とからんで ，身体の全面的念発達を意図
する豊富な活動の系統的組織化ができにくい点や，生活様式，経済性 ，文化夜，労働への委加 ，栄
告摂収などの諸条件の速いもみのがぜない原因であろう。
-27-
ととるで，女子Kみられる投力の発達Kついての特異性は，をととにいぶかしいととであるが，
ζれは，市のほうが投げる経験の乏しいととをものが介っていると思われる。
5 相関 関係
第 11表 相関係数
性
、--
男 女
手年
小 3 小 6 中 S 高 S 小 8 小日 中 S 高 3調査
種
人貝口
目 856 1073 812 711 829 1105 809 642 
50 m走立憾とび .444 .527 .604 .523 .383 .499 .503 .1>63 
'-{フトボ
〆r
-)レ投げ .407 .401 .665 .516 .293 .343 .269 .317 
/1 -パーピテスト .081 .102 .198 .277 .ー0008 ，166 .15'1 .264 
/1 -垂 直とび .337 .479 .580 ，465 .324 .467 .'174 .406 
//‘ 
連続片足
，430 I .35.1 .388 .313 .415 .H9 ，513 
と び
調査種白を決める観点として，基本的で単純念運動形式，:t>よび活動を基礎づける運動要素で構
成されたものによ ったが， ζれらの運動の憎|刻凶係がどのよう』てなっているかをみようとして，第
1 1表K示すよう陀，疾走力とその他の能力Kフいて相関表を作成したう:{_で，相関係数を算出し
た。
とれによると ，疾走力と敏しょう性との相却がそれぞれの年令に沿いて極めて低いととがわかる
が，その他のものでは女子に合ける投力との悩関がやや低い数値を示しているほか，かなり高いも
のがあるととを示している。とれは，疾走力を構成している運動喚問が ，それぞれの運動の奉盤と
なっているととも(rC，その働きが共通的K念されているととを意味している。つまり ，疾走力はさ
まざまな運動の基礎となっているといえる。だから，観念的Vては投力とか持久力は，それと異質左
内容Kささえられているものと思われるのに，との数値から， ζれらの関係の深いとと(Il:驚かされ
るのである。ととろが，疾走力と敏しょう性との相闘については，その関係の深いととが予想され
るにもかかわらず， ζの結果からみて ，以外の感をいただかぜられる。なそらく， ζのテストの方
法上の不備が表われたものではあるまいか。
身体的~発育・発達の進むにつれて ，運動機能の高まりが伴うであろうから，年令の進むにつれ
てとれらの関係も いよいよ深められるのが自然だと恩われる。ととろが ，発達の段階ゃ時期によっ
ては，とれらの運動機能K負の動闘が作用する場合もあ って， 相|調度が低下する原悶となっている
のであろ う。とのような視点から表をみると ，男子では 17年(高校S年)κ:かいて，それぞれの
相関係数が共通的K低下しているのが注目される。との原悶がどのようなものであるかは，との調
査からは明言できないけれども，問題を含んでいると岡崎K ，諸能力のJI国謝念発達を阻んでいる要
. - 2 8ー
z 
国のあることが推察できるら 11年(小学校日年生)の持久力Kもとの傾向がみられるが， ζれは
主として発育と心-肺の機能とのアンバランス念発達によるのであろう。女子κないては ，14年
〈中学校 3年生)の投力と 1 7年〔高校S年生)の垂直跳力V亡がいてとの傾向が表われている。 ζ
れは，主として性的な成熟Kよる影響とみるととができょう。
V まと め
係育学習を効率高〈推進するvcは，との教科の特色として，施設 ・設備を整備し，充実するとと
と，教育内容，とくに運動を吟味し ，精選して系統的K組織化し，適正念教育方法を適用しなけれ
ばなら念い。それには ，児童 ・生徒の発達κついての実態把握が恨底にすえられねば念らないので
pある。との一面をになうものとして，運動能力の実態を明確にとらえる必要がある。
どとるふで，運動能力は運動を実践するK際して欠〈ととのできない重要なファクターであるばか
りでなく，日常C行動ゃ生産活動， $'よび学習の能率化K重大な貢献をしている。ととに，体育学
習Vζ会いて中核的念ねらいとなる遥動技能の形成とは，実κ密接なかかわbあいが保たれている。
能力は技能の基底をなすと同時κ，逆に，技能の形成Kよって能力が伸ばされ，高められるという
相互関連的な二重構造を備えている。とれらの意味にないて ，運動能力を培い，活動力を高めるよ
れζするととが，体育の重要念課題となるのである。
fしかし，との能力は単κ運動の努践κよるばかbで念くて ，その人の資質や発育・発達の特性，
日常の行動 ，生活の様式や環境などのさまざまな要国Kささえられ，また ，影響されながら発達す
る。しかも， ζれらの要閃は ，発達の時期や段階によ っーて影響を及ぼす度合いを異にしているとと
は，との調査の結果によって明らかKされたととろである。したがって ，発達の特性に応じて，伸
びるべきときK質的に適切な内容を盛りとみ，また，量的K禁忌なものを避けた]:l，信仰艮を加Jtる
などの ，適時性を明確にわきまえた指導が翠ーまれる。いっほう ，環境を改善し ，施設 ・設備をいっ
fそう整備・充実しようとする熱意と努力が必要なととも痛感される。
上述のどとく，本泉児遺・生徒KついてC運動能力調査の結果について， 二 ・三の観点より分析
検討したとの成果が，学習指潜む改善K役立ち，また，教育行財政担当者の参考となれば幸いであ
る。
主主わりに，とQ)~関査を積極的K支援し ， と協力くださった関係者各位ならびに児童・生徒 K深
甚念感謝の意を表します。
i.: i，' ，ζの調査を計画し ，執筆を担当した研究員は三善信ー である。
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